
チャットボットを利用した学びの促しを支援するツールの開発 

峰内 暁世 1,2)，松葉 龍一 2,3)，戸田 真志 2,4)，鈴木 克明 2,3) 

1) 立正大学 情報環境基盤センター 

2) 熊本大学大学院 社会文化科学研究科 教授システム学専攻 

3) 熊本大学 教授システム学研究センター 

4) 熊本大学 総合情報統括センター 

mineuchi@ris.ac.jp 

Design of an educational supporting tool for encouragement of learning 

with a chat bot 
Akiyo Mineuchi1,2),  Ryuichi Matsuba2,3),  Masashi Toda2,4),  Katsuaki Suzuki2,3) 

1) Center for Information and Communication Technology, Rissho Univ. 

2) Graduate School of Instructional Systems, Kumamoto Univ. 

3) Research Center for Instructional Systems, Kumamoto Univ. 

4) Center for Management and Information Technologies, Kumamoto Univ. 

概要 

学生の身近なコミュニケーションツールであるスマートフォンと LINE を活用した、授業の予習・

復習をするツールを開発した。併せて、学習者は LINEを利用した自身の学習履歴の確認と全学習者

の LINE を利用した学習履歴を可視化して全学習者の学習傾向を俯瞰できるシステムを開発した。

本システムでは、学習者、教授者双方に ICT のスキルを必要としない簡易な学習支援環境を実現し

ている。 

 

1 はじめに 

チャットボットは、商用ではオンラインのテキ

ストによる「チャット」と呼ばれる会話に対話 AI

を利用した新たな消費者サービスとして 2016 年

以降急増している[1]。基本的なやり取りはテキス

ト、もしくは音声によるコミュニケーションであ

る。年配者や子供でもほとんど戸惑うことなく利

用できることから、チャットボットは、今後多く

のスマートフォンアプリに代わる可能性がある[2]

とされている。このような特徴を教育に応用した

効果も報告されている[3][4][5]。 

インストラクショナルデザインでは、新しい知

識や技能を習得する場合には、言語化して繰り返

し練習することが必要であるといわれている

[6][7][8]。この繰り返し練習には、ソフトウェアによ

る機械的繰り返しが適している。チャットボット

は、誰でも手軽に利用でき、学習者、教授者双方に

負担なく言語化した繰り返しが可能である。くわ

えて、その繰り返し学習の履歴閲覧と可視化によ

り、学びの俯瞰も可能となる。本稿では、チャット

ボットを利用した学びを促す簡易な学習支援環境

を開発したので、報告する。 

 

2 チャットボットの設計コンセプト 

2.1 設計指針 

新しい知識や技能を習得する場合に、新たに学

んだことを、失敗を恐れず、何度も繰り返し練習

すること、および自身の考えを整理して言語化す

ることがインストラクショナルデザイン的には必

要であるといわれている。このことから、より複

雑な事例に適応させることができるようになる。

新たに学んだことについて、自身の考えを自身の

言葉でアウトプットすること、他者の考えとの同

異を比較して、論理的に分析する・説明する、など

の練習がこれにあたる[6][7][8]。この練習を「誰でも」

「気軽に」学習できる環境を整備する。そのため

に、学生の身近なコミュニケーションツールであ

るスマートフォンと LINEを利用して気軽に予習・

復習するツールとした。これは、ボット相手であ

るために、学習者が繰り返し気軽に練習すること



 

が可能になる。さらに、Google Cloud Speech を利

用することで、音声による入力を可能とした。 

開発した学習支援環境のシステム概要を図１、

図 2、図３に示す。学習者は、スマートフォンを入

出力ディバイスとして利用して、LINE ボットを活

用した予習・復習と本支援環境の Web サイトの閲

覧活動をとおして学ぶ。 

学習者は、教授者が設定した設問に対する解答

 

図１ システム概要 

 

図２ 学習支援環境のサイト 
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を、LINE ボットとの対話として返す。その解答は、

Googleスプレッドシートと本支援システムのWeb

サイトが稼働するサーバに保存する。 

本支援システムは、学習者のユーザ識別および

 

図３ チャットボット機能フローチャート 
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学習履歴管理を目的として Joomlaをプラットフォ

ームとして利用している。学習者は、本支援シス

テムにログインすることにより、自身のチャット

ボットとの対話の履歴の閲覧、および全学習者の

チャットボットとの対話の傾向の俯瞰と参照から、

学びを深めることを促す。 

教授者の ICT スキルを必要とせずに教授者が設

問をいつでも、どこでも、簡単にメンテナンスで

きるようにするために、チャットボットの発話は、

Google スプレッドシートに保存することにした。

さらに、学習者の応答も Google スプレッドシート

に保存することにした。これにより、教授者がす

べての学習者のチャットボットとの対話を授業で

学習者にフィードバックするなどの場合の加工も

容易になる。 

併せて、本支援システムの Web サイトにリンク

集を追加して、学習者への学びのための情報提供

と学習者の学びを支援するためのアウトプットを

ワンストップの学習支援環境として整備した。 

 

2.2 チャットボットの機能要件 

チャットボットとの対話は、短い文章になるが、

論文体テストに相当する。そのため、予習（事前テ

スト）と復習（事後テスト）は、（１）授業目標を

事前に理解して考えてくること、（２）授業前と授

業受講後の学習者自身のリフレクションを容易に

すること、を目的として予習と復習の設問は、同

一内容とした。このことにより、教授者の設問作

成負担の軽減、およびシステム構成の簡易化も図

れる。 

ICT スキルを必要とせず、誰でも気軽に利用で

きる簡易な学習支援環境とする意図から、チャッ

トボットの発話は、直前に終了した授業の復習と

次回の授業予習のみとした。 

チャットボットとの会話の例を図４に示す。 

 

表１ 設問スプレッドシート 

項目 変数/配列名 型 値 備考

問番号 Q_no int 99

自動付番（教授者には変更

させないカウントアップの

み）

授業実施日 class_date 文字列 YYYYmmDD

授業開始時刻 class_time 文字列 HHMM

問 Q_Q1 文字列 テキスト

補足説明１ Q_F1 文字列 テキスト

補足説明２ Q_F2 文字列 テキスト

補足説明３ Q_F3 文字列 テキスト

補足説明４ Q_F4 文字列 テキスト  

 

図４ チャットボットとの対話の画面 



 

2.3 設問スプレッドシート 

設問を保存する Google スプレッドシートは、表

１に示す構成である。１つの設問とその設問に対

する４つの補足説明をランダムに発話する簡易な

構成とした。これは、チャットボットとの対話は、

学びを促すための支援ツールの位置付けであるこ

と、および「誰でも（学習者と教授者）」「気軽に」

利用できる環境を提供する設計思想からである。 

 

3 学習者の履歴保存 

3.1 他学習者の学びからの学び 

他学習者の学びを参照することは、自身の気付

きから、新たな学びを得られる。このことを支援

する機能として本学習支援環境では、以下の２つ

の機能を開発した。 

(１) 全学習者の学びを可視化して俯瞰する機能 

(２) 学習者のチャットボットとの対話のランダ

ム抽出公開機能 

 

3.1.1 全学習者の学びの俯瞰する機能 

他学習者の学びを俯瞰できるように、全学習者

のチャットボットとの対話を MeCab により形態

素解析して、Mecab-Python3 により可視化して Web

公開する。集計処理は、学習者すべての対話を対

象として、15分に１回、および授業開始３分前に

実行する。集計の単位は、問番号でまとめる。本学

習支援環境の画面例を図５に示す。 

3.1.2 学習者のチャットボットとの対話のラ

ンダム抽出公開機能 

学習者の主体的参加と学習者が相互に啓発して

学習支援環境の利用を促すため[9][10]に、チャット

ボットとの対話から学ばせることを目的として、

学習者のチャットボットとの対話を、１日一回１

件ランダムに抽出して Web で公開する。 

 

4 期待される効果 

4.1 学習者の側面 

学習者が常に携帯して利用しているスマートフ

ォンと LINE を活用することから、学習者の学習

目的以外の負荷を軽減させて、学習機会の増加を

実現する。さらに、音声認識を活用することによ

り、入力する時間の短縮や ICT スキルの高くない

といわれている年配者でも学習が容易になる。く

わえて、ボットが相手であるため、以下のことが

期待できる。 

 学習者はチャットボットと 1 対 1 の対話が可

能となり学習機会を増やすことができる 

 失敗を恐れず、練習ができる 

 言語化して記録されるためにリフレクション

や自身の考えをまとめることを支援すること

 

図５ 「他者の学び」の画面 

 



 

ができる 

 予習と復習の問題が同一であるため、学習者

自身が授業の受講前後の学びについて、比較

したリフレクションを支援することができる 

 

4.2 教授者の側面 

授業の最初に、その日の授業の目的、およびそ

れに関する事項について、「〇〇についてみなさん

はどのようなイメージをお持ちですか」といった

問い掛けをすることも多い。この問い掛けを事前

課題としてチャットボットとの対話に代えること

により、学習者への授業目的の伝達と事前理解を、

事前課題として促すことが期待できる。さらに、

授業の導入部分では、学習者に授業内で発表させ

る時間を使わずに、直接学習者の傾向の解説から

開始できることが期待できる。 

また、授業の終わりに学習者にリフレクション

ペーパーを記入させることが増えている。このリ

フレクションペーパーを記入する代わりに、授業

終了後にチャットボットとの対話を利用すること

により、授業時間を有効に活用することができる。

さらに、学習者の記入したリフレクションペーパ

ーを教授者が回収し、タイプしてフィードバック

している場合もある。本学習支援環境を利用する

ことで、このタイプの時間や用紙の保管の手間が

節約できること、などが期待できる。 

 

5 まとめ 

本稿では、チャットボットを利用した誰でも手

軽に利用できる学びを促す簡易な学習支援環境に

ついて報告した。学生の身近なコミュニケーショ

ンツールであるスマートフォンと LINE を活用し

た、授業の予習・復習をするツールを開発した。本

システムでは、学習者、教授者双方に ICT のスキ

ルを必要としない簡易な学習支援環境を実現して

いる。 

今後は、開発した学習支援環境について、ユー

ザビリティの評価をおこない、「誰でも」「気軽に」

学習できる環境を提供することを目的として、利

用者の操作が煩雑にならないように機能精査をし

て改善する。 

併せて、本学習支援環境を利用したチャットボ

ットと自身の対話の履歴、および他学習者のチャ

ットボットとの対話を確認して、レポートを作成

するなど、チャットボットを利用する目的を特定

化して貢献を義務化する教授方略[10]などの授業へ

の改善の提案もしてゆきたい。 

くわえて、本システムを利用した場合の効果に

ついての有効性の検証が必要である。 
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